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１．動作環境とインストール 
２．KEN² PA！概要 
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１．動作環境とインストール 

１－１．動作環境�

��������	
��
  

TIFF ��  
��
�
�� GRAY� RGB� CMY� CMYK 
� 1bitTIFF ���������� ProofMaker �� !"#����$%&'()*+
,-&.  
/0���1/0� LZW 
23��4�5� 200dpi6 400dpi 78 9:;<=�>,?@A  

BCDE
F  

23 CPU�  GHIJK CPU 
L�M�   NGB6O GB PQ  
R
�STUV�  WXGB PQ  
 
23 YZ  �  WindowsXP Professional� Windows Vista Business 
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１－２．��� ²� �� ！のインストール手順�
(注意) KEN² PA！は、起動前にハードウェアキーが接続されている必要があります
ので注意して下さい。なお、インストールする際には、管理者モードでインストールし
て下さい。 
 

� ���������	��
���
�� �

ＣＤ-ＲＯＭの中の→「ドングル ドライバ」→「ProtectionInstaller」の順にフォルダ
を開いていき、中にある Sentinel Protection Installer.exe を実行します。 
インストールの詳細については「最初にお読みください.PDF」を参照してください。 
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①ＣＤ内にある「KEN² PA！」フォルダ内の「SETUP.EXE」をダブルクリックしま
す。 
 
②インストールを行う製品のセットアップウィザードが起動しますので「次へ（N）」
をクリックします。 
 
③製品の使用許諾が表示されますのでよくお読みください。同意いただいた場合、本製
品のインストールが可能となりますので「次へ（N）」をクリックします。 
 
④インストールにあたっての注意事項と製造元の情報が表示されます、よくお読みの上
「次へ（N）」をクリックします。 
 
⑤名前と所属会社名を入力し、「次へ（N）」をクリックします。 
 
⑥インストール先のフォルダを指定します。 
変更する場合は「変更(C)...」をクリックして、パスを直接入力するか、ディレクトリを
指定します。「次へ（N）」をクリックするとアプリケーションのインストールを開始
します。 

3)��������	
��
��������  

バージョン３．５以降は、アップデート情報ファイルをインストールしないと、アプリ
ケーションが正常に起動しません。このアップデート情報ファイルは、動作可能なドン
グルのキーID を埋め込まれたファイルで、株式会社ジーティービーから新規にバージ
ョン３．５以降をご購入頂いたユーザー様か、バージョンアップ直前の１年間にご購入
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戴いたユーザー様か、株式会社ジーティービーと契約を行いご購入戴いたからお客様に
のみ利用できます。 
 
 
①CD 内の「アップデート情報ファイル」内にある、「Setup.exe」をダブルクリックし
ます。 
 

 
 
②アップデート情報ファイルのセットアップウィザードが起動しますので「次へ（N）」
をクリックします。 
 

 
 
③アップデート情報ファイルのインストール完了ウィザードが表示されますので「完
了」で終了します。 
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２．KEN² PA！ 概要 

２－１．��� ²� �� ！について�
KEN² PA！は DTP 等で作成されたデータを、RIP 等で TIFF 化した２つの領域の画像
を比較し、差分箇所をマーキングすることにより、検査・検版を行ないます。 
 
比較する画像は２つの異なるファイルでの比較はもちろん、１つのファイル中での異な
るエリア間でも比較が行なえます。 
また１つの比較元のエリアと複数の比較先エリアでも比較が行なえ、複数面付けされた
画像の比較をおこなえます。 
 
動作として KEN² PA！は、諸々の検査条件などに応じて自動的に検査し、検査結果を
得る仕組みになっています。 
 
また、検査指示を行うソフトウェアとして、HallmarkClient や ImageSelector といっ
たアプリケーションと連携して動作させることが出来ます。 
 
検査結果は、HallmarkViewer という専用アプリケーションで確認することが出来る他、
通常の JPEG,TIFF 画像のファイルでも出力することが出来ます。 
弊社別売りソフトウェアの HotPrint と連携させることで、検査結果を自動的に印刷さ
せることも出来ます。 

２－２．��� ²� �� ！への検査指示方法�
KEN² PA！を使用した作業の流れは、大きく下の３種類あります。 
 
１．ファイルの名称規則により、比較画像を判断し、自動的に検査する。 
２．ImageSelector により指示された画像（の組み合わせ）を、自動的に検査する。 
３．HallmarkClient により指示された画像と方法により検査する。 
４．CTM（オプション）で指示された画像（の組み合わせ）を、自動的に検査する。 
 



 

8 

■ファイルの名称規則による検査�

比較元と比較先の画像をファイル名により、検査対象であると判断します。この場合、
検査対象としたい画像にはそれぞれ連番で番号がファイル名に入っているなどの運用
上の約束を決める必要が有ります。 
名称規則により組み合わせの判断が出来たものは、検査の工程に移ります。 
 

■������������� を用いた検査�

ImageSelector で選択された組み合わせを、検査対象であると判断します。 
この場合は特にファイル名に注意する必要もありません。ただし、KEN² PA！が動作
しているマシン以外のマシンから ImageSelector を用いて KEN² PA！に検査指示を送
る場合は、KEN² PA！が動作しているマシンから見たファイルパスで指示を流す必要
が有ります。 
ImageSelector により組み合わせの判断が出来たものは、検査の工程に移ります。 
（※ImageSelector の使い方は ImageSelector のマニュアルをご覧下さい。） 
 

■�������������� を用いた検査�

HallmarkClient を用いた検査では、検査対象の画像だけでなく、検査範囲の指定や特
徴点の指示など細やかな指示を行った上で検査を KEN² PA！に検査依頼することが出
来ます。 
ただし、KEN² PA！が動作しているマシン以外のマシンから HallmarkClient を用い
て KEN² PA！に検査指示を送る場合は、KEN² PA！が動作しているマシンから見た
ファイルパスで指示を流す必要が有ります。 
検査依頼を流した時点で、検査の工程に移ります。 
（※HallmarkClient の使い方は HallmarkClient のマニュアルをご覧下さい。） 

■� ! （オプション）を用いた検査�

Comparative Table Manager で選択された組み合わせを、検査対象であると判断しま
す。 
この場合は特にファイル名に注意する必要もありません。ただし、KEN² PA！が動作
しているマシン以外のマシンから CTM を用いて KEN² PA！に検査指示を送る場合は、
KEN² PA！が動作しているマシンから見たファイルパスで指示を流す必要が有ります。 
CTM により組み合わせの判断が出来たものは、検査の工程に移ります。 
この場合検査結果は、面付け状態で作成されます。 
（※CTM の使い方は CTM のマニュアルをご覧下さい。） 
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２－３．検査時の画像処理の流れ�
N[�:;\]^_`a&'�bcd�:;���ef�gh_i�jk-&.  
 
`al��m`an��*�opqrs�op RIP�optu���  
 

1. vw9NxNA�>'yz�:;{j_|}����~r•_ KEN² PA€�•‚ƒ
u-&.  

2. 
M„C…{j*+'�����
M„C…_†‡k-&.  
3. N[���_ˆ‰ƒ�:;_†Šk-&.  
4. ‹Œ�•Žƒ� Viewer ��~r•�••�:;‘’“ 9TIFF ” JPEGA�~r•

�••*•–-&.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ABCd ABCD 

ABCD ABCd 

ABCD ABCｄ 

検査結果証出力 
（印刷） 

比較・検査 

Viewer ��~r••—  


M„C…  
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`al��m`an��*�opqrs�op RIP�optu�˜h”*™�‚ƒš'��  
 

1. vw9NxNA�>'yz�:;{j_|}����~r•_ KEN² PA€�•‚ƒ
u-&.  

2. `al��_
M„C…k�{j›hœ•žŸ� ¡¢£�"#$¤_¥¦k-
&.  

3. `an���•žŸmoŽ"#$¤�¢§_¨©:•k�:;\]_
M„C…
k-&.  

4. `al��_`an���•žŸ��ª&'>«����_ 90 5¬§�­®
_Š�š§¯_�°±ƒ²¯k-&.  

5. `al��m`an���³´_µ¶}'·�¸¹¤_Šš-&.  
6. :;_†Šk-&.  
7. ‹Œ�•Žƒ� Viewer ��~r•�••�:;‘’“ 9TIFF ” JPEGA�~r•

�••*•–-&.  
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検査結果証出力 
（印刷） 

比較元画像 比較先画像 

トリミング 
画像の回転 

平滑化 

比較・検査 

ABCD ���
 

Viewer ��~r••—  

�����
 

位置をサーチ 

�����
 

�����
 �����
 

���
�

�
 

��
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２－４．検査について�
KEN² PA！では、検査として指示された画像が決まれば検査結果出力までを自動で行
い ます 。ま た、 その 際の検 査条 件な どは KEN²  PA！ 側 の 設定 を用 いるの か、
HallmarkClient 側で指示したものを用いるのかを選択できます。 
 

２－５．検査結果ファイルの生成�
検査結果を Hallmarker 系ソフトウェア専用の検査結果ファイルにすることが出来ます。
この際、そのファイルを画像フォーマットや解像度等を指定して生成することができま
す。 
こ の フ ァ イ ル を 生 成 す る こ と で HallmarkClient や 自 由 に 配 布 し て 頂 け る
HallmarkViewer での確認の際、様々な表示方法での確認が可能となります。 

２－６．印刷用画像の生成�
検査結果を、画像フォーマットや解像度等を指定して、エラー箇所を囲った状態でファ
イル生成することができます。 
また、比較元比較先を重ね合わせた（レイアウト済みの）状態で、全面について片方を
指定した単色、もう片方を別の単色にしたの状態で出力することも可能です。エラー部
のみの重複表示や増減での出力も可能です。 
更に、重複部分を取り除いた「差分表示」の状態で出力することもできます。 
 
印刷用画像は、比較元・比較先のどちらを基準にして出力するか、またはその両方で出
力できます。 
 
印刷用画像ファイルには、比較元画像名と比較先画像名、どちらを基準にして出力した
か、検査ファイルや日時、検査条件などインフォメーションを選択して記載することが
できます。 
 
作成された画像をプリント出力するには、弊社別売の“HotPrint”などのアプリケーシ
ョンを使用して TIFF や JPEG 画像を自動でプリントアウトできます。 
 
JPEG 画像は OS 標準のブラウザで表示確認することもできます。また、ファイルサイ
ズも小さくなりますので電子メールに添付する様な使い方や、パソコン内に蓄積してい
く事も可能です。 
�
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２．メニュー項目 
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１．基本画面構成 
■初期状態画面�
�
�

   
 
 

º»¼…�½Fr
•¾
¿  

ÀTC�ÀÁÂrÃ¼…Ä�VU�Åv*Æj›h'¾
  

ºLÇE
¾
¿  

LÇE
Å*Æj›h'¾
  

ºUÈ
FU¾
¿  

KEN² PA€�É&'ÊË Á�ÌÍ�ef�³Î *Æj›h'¾
  
 
Ï†ŠÐ��~r•Ñ  
ÌÍef›hƒš'�~r•ÅmÒ��	•ÂÓ�
Å*Æj›h-&.  
 
ÏÔÕ Ð��~r•Ñ  
H—�	•Â�H‚ƒšœ�~r•�«Ö×ef�Ø�*Æj›h-&.Æj›hƒš'�~
r•Å_VM�V&'m�H—�	•Â�•—�	•Â�efÙ�~r•�Ú©n�Û*ÜÊ
ËÝÞ�Æj›h-&.  

メニューバー 
ステータスバー 

プログラムタイトルバー 
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ÏefÙ�~r•Ñ  
H—�	•Â�H‚ƒšœ�~r•�«Ö�:;�ßàkœØ�Á�áâ�	•Â�Ú©›
hœØ�*Æj›h-&.Æj›hƒš'�~r•Å_VM�V&'mH—�	•Â�•—�	
•Â�efÙ�~r•�Ú©n�Û*ÜÊËÝÞ�Æj›h-&.  
 
Ïã�
�~r•Ñ  
˜ä”�áå�æç�ef�u�”‚œØ�*Æj›h-&.  
9:;*æç�ef�uœ”Û«”mè«éê��+,-±ë.�	•ÂÓ�
mkƒæç�e
f�u�”‚œ���ìì�H,-&.A  
íç�ÅîïðÁ�ef�gkœ���~r•* KEN² PA€”äæç�ñò�u�š�
��Û�ìì�H,-&.  
Æj›hƒš'�~r•Å_VM�V&'mã�
áå�ó¬�ôõ*ÜÊËÝÞ�Æj›h
-&.  
 
ÏpIö÷ø†Š  ÄFCÑ  
�	•Â�ùú�V_pId�ö÷›±œ,�ûü†Š›±œ,•–-&.  
 
ÏÊË9ÞAÑ  
MU
�p[_VM�Vkƒ?@&'mÉ �ÊË*Æj›h-&.  
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２．メニュー構成 

� ファイル 

初期状態を変えたり、各種設定を呼び出したりする基本メニューです。 
 

  
 
『ホットフォルダ設定』 
KEN² PA！が監視するフォルダを指定します。 
KEN² PA！はここで設定されたフォルダを一定時間毎に監視しており、新しい画像フ
ァイルや検査指示ファイルが入ってくると、フォルダに設定された指示や、検査指示に
従って検査を始めます。 
 

 
 
 
『オプションの設定』 
作業時に発生するファイルなどを一時的に保存したりする為のベースフォルダを設定
します。通常はアプリケーションの存在するフォルダを使用しますが、ディスク容量が
残り少ないときや、特別に高速なディスクなどを使用したときに別フォルダを利用する
などの利用法があります。 
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また、「終了前の動作モードで再開する。」にチェックを入れておくと、KEN² PA！
を終了した際にフォルダ監視状態であれば、次回起動の際に監視状態で起動、一時停止
状態であれば一時停止状態で起動します。 
 
「実行途中にドングルエラー発生時、サイレントに強制終了する」にチェックを入れて
おくと、ハードウェアキーが実行途中で抜けたり、壊れたりした場合、ダイアログを出
すことなく強制的に終了します。 
 
『アプリケーションの終了』 
KEN² PA！を終了します。 

� 表示 

各種のバーやパレットの表示と非表示を切り替えます。 
 

  
 
『画像モニタ表示』 
検査中の画像を各工程に応じてモニタ画面に表示します。 
 
『表示環境設定』 
表示モニタので最大画面サイズを指定します。 
「自動」ではモニタの表示解像度を自動取得して、最大表示サイズを決定します。 
「設定」で X 及び Y の最大画素数を指定することができます。 
 
『ステータスバー』 
ステータスバーの表示と非表示を切り替えます。ステータスバーはメインウィンドウの
左下にツールやコマンドの説明や現在の状態などを表示します。 

� 待機ジョブ 

待機中のジョブに対して順序変更や削除を行えます。 
操作は、「一時停止」で KEN² PA！の自動処理を一時停止し、待機中のジョブを選択
反転させた後に、メニューの「待機ジョブ」から「実行順の変更」や「実行中止」を行
います。 
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� ヘルプ 

 

  
 
バージョンやオプションの有無を確認する事ができます。 
 

 
 
また、可能なオプションは、“Available Option”の後に表示されます。 
それぞれの意味は次の様になっています。 
・サイズ制限無し（※必ず表示されます）：FreeSize 
・デジタルデータ間検査（※必ず表示されます）：Digital 
・アナログ（※表示されません）：Analog 
・色空間補正オプション（※表示されません）：Color 
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１．HallmarkCenter の起動と終了 
２．設定ダイアログ 
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１．KEN² PA！の起動と終了 
KEN² PA！の起動方法と終了方法について説明します。 

１－１．HallmarkeCenter の起動 

ýAUF

LÇE
�»¼…�½_?@kþ KEN² PA€ ｣_?@k-&.  

KEN² PA！が起動し、基本画面が表示されます。 
 

�
�

１－２．KEN� PA！の終了 
メニューから｢ファイル｣-｢アプリケーションの終了｣を選択します。 
プログラムの終了は、タイトルバーの左端にあるプログラムアイコンをダブルクリック
するか、タイトルバーの右端にある｢×：閉じる｣アイコンをクリックすることでも行え
ます。 
KEN² PA！が終了します。 
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２．設定ダイアログ 

２－１．フォルダセットの設定 
KEN² PA！で監視するフォルダセットを設定します。 
 

 
 
【フォルダセットの設定】 
現在設定されているフォルダセットが一覧表示されます。 
行をダブルクリックすると「検査用フォルダセット」のダイアログが開かれます。第一
項目「種類」の左端のチェックマークを外すと、そのフォルダセットは監視されません。 
 
【新規作成】 
新しいフォルダセットを作成し、「検査用フォルダセット」ダイアログが開かれます。 
 
【変更】 
現在選択されているフォルダセットを変更するときに使用します。「検査用フォルダセ
ット」ダイアログが開かれます。 
 
【複製】 
現在選択されているフォルダセットを複製して、新たな検査セットを作成します。 
その際、名前も設定内容も同じものが出来ますので、「変更」ボタンにより設定変更し
てください。 
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【削除】 
現在選択されているフォルダセットを削除する場合に用います。やり直し出来ません。 
 
【共通設定】 
・□秒おきにフォルダをチェックする 
入力フォルダをチェックする間隔を指定します。基本画面で「一時停止」されたとき以
外はこのタイミングでフォルダがチェックされます。 
通常５～１０秒程度で監視してください。マシン負荷が大きい場合などは、長くするこ
とで負荷を軽くすることも出来ます。 
 
・HTML でログ出力 
HTML で監視状態のログを出力することが出来ます。書き出し先のフォルダを指定し
ます。もし起動時に書き出し先のフォルダが見つからない場合は、起動するまでに何度
もエラーが発生しますので注意して下さい。 
他のマシンから共有しているフォルダにログを出力するようにしておけば、他のマシン
から HallmarkCenter の稼働状況を確認することが出来ます。 
出力フォルダには日付名のログファイルが書き出されます。 

２－２．検査用フォルダセットの設定 
KEN² PA！の検査内容に関する詳細を設定します。 
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【セット名】 
ユーザーが任意に設定できる名称です。入力フォルダに近い名前や、検査内容に近い名
前を設定しておくと便利です。 
 
【入力の設定】 
・入力フォルダ 
自動監視するホットフォルダ名を入力します。「選択」ボタンをクリックして、フォル
ダ選択ダイアログによって入力フォルダを選択することも出来ます。あらかじめ入力フ
ォルダを用意していない場合は、新規作成ボタンを押すことにより、新しくフォルダを
作成すると同時に、入力フォルダとして指定することも出来ます。 
「入力フォルダ」に画像または検査内容を指示したファイルが入ってくると、自動的に
処理を開始し、後述「検査方法」以下に則った検査を行っていきます。 
サブフォルダ（入力）も有効にチェックを入れることで、サブフォルダ内に入った画像
も有効になります。 
 
・２画像比較 
「原稿フォルダ」には比較元の画像が入っているフォルダを指定します。 
「入力フォルダ」に入ってきた画像は、名称規則により「原稿フォルダ」に比較する画
像が無い場合、自動的に「原稿フォルダ」に移動されます。 
「原稿フォルダ」に移動先のフォルダを設定します。「選択」ボタンをクリックして、
フォルダ選択ダイアログによって原稿フォルダを選択することも出来ます。あらかじめ
原稿フォルダを用意していない場合は、新規作成ボタンを押すことにより、新しくフォ
ルダを作成すると同時に、原稿フォルダとして指定することも出来ます。 
「フォルダ更新」 
 ●固定 
  原稿フォルダの中に入っている画像は更新されること無く、 

始めに入ってきた画像を常に保持します。 
●更新 
 検査を行う画像が存在した場合、検査の終わった段階で入力フォルダに入っている

画像を原稿フォルダに移動し、原稿フォルダにあった画像を処理済ファイルで指示
された所に移動（もしくは削除）されます。 

●処理済指定 
  検査の終わった段階で処理済として扱い、処理済ファイルの項で設定された動作を

します。 
 
【検査方法】 
検査方法の詳細について設定します。（後述） 
 
【検査結果】 
Hallmarker 系ソフトウェアで検査結果を確認するための専用ファイルを作成します。 
「検査結果を保存」のチェックを入れておくと指定されたフォルダに作成します。 
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【プリント画像】 
検査結果証として出力するプリント用画像を作成します。 
「プリント画像生成」のチェックを入れておくと指定されたフォルダに保存します。 
 
【処理済ファイル】 
処理済に指定されたファイルの処理を指定します。 
・削除する 
  処理済指定されたファイルを削除します。 
・指定フォルダへ移動する 
  処理済指定されたファイルを「正常時移動先」に指定されたフォルダに移動します。 
・エラー時移動先 
  チェックを入れておくと、エラー時に別の指定フォルダに移動することが出来ます。 
・ファイル重複 
  移動後のフォルダに同一名のファイルが存在した場合に、「上書き」するか「シリ

アル」ナンバーをつけるのか選択します。 
 
��������	
��
������������	
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������������	
��
������������	
��
����  
 

複数のホットフォルダのセットが存在する際に、優先的に検査を行うフォルダ
セットを指定できます。 
この優先指定のフォルダセットで検査を行うと、KEN² PA！サーバの待機中ジ
ョブの先頭に検査ジョブが登録されるようになります。 
HallmarkClient の使用するフォルダセットなどは優先指定されたフォルダセ
ットにしておくと便利です。 
 
指定方法は、優先フォルダにしたいフォルダセットのセット名の最初に半角エ
クスクラメーションマーク 2 つの文字列“!!”を付与します。 
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２－３．ファイル名認識 
検査対象ファイルだとみなすファイル名の認識方法に関して設定します。 
 

 
 
【文字数指定】 
同一とみなす名称の範囲を指定します。 
「先頭無効文字数」 
「末尾無効文字数」 
「有効文字数」 
先頭から無視したい文字数が決まっている場合や、末尾から無視したい文字数が決まっ
ている場合、又はその両方など運用が決まっている場合は指示してください。 
 
【デリミタ指定】 
デリミタで区切られた部分で同一とみなす名称範囲を指定します。 
デリミタで区切られた前後の文字列を前から１項目として、指定した範囲の文字列が名
称規則として適用されます。 
 
運用例としては、以下の様な設定になります。 
ファイル：受注番号_案件名-リビジョン-ページ番号.tif 
でリビジョンを無視するには、上部の入力欄に“1,2,4”と入力し、下段には“_/-”と
入力します。結果として検査ファイルは、“受注番号_案件名-ページ番号.tif”と認識し
ます。 
「書き出されたファイルからデリミタを削除する」にチェックを入れると、“受注番号
案件名ページ番号.tif”と認識します。 
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例えば、AAA_BBB_CCC_DDD というファイル名があった場合、 
この際、２項目目の BBB を同一として認識したいとします。 
 
デリミタにしたい文字を＿とすれば、 
１項目：AAA 
２項目：BBB 
３項目：CCC 
４項目：DDD 
となりますのでインデックスを「２」にすれば BBB が認識されます。 
 
���������
���������������
���������������
���������������
������  
 

KEN² PA！サーバで複数の待機中のジョブが登録されている際に、優先的に待
機ジョブの先頭に登録されるファイルを指定できます。 
指定方法は、優先したい画像ファイルのファイル名の最初に半角エクスクラメ
ーションマーク 2 つの文字列“!!”を付与します。 

例：「検査 ABC.tif」→「!!検査 ABC.tif」 
 
 

２－４．検査条件の編集 
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●解像度変換 
解像度の異なる比較元・比較先画像が入力された場合、「解像度の自動調整」にチェッ
クが入っていれば、低い方の解像度に合わせて解像度の変換を行います。 
また、余り大きな解像度のファイルはメモリの関係で検査不能になる場合があります。 
その為、解像度変換の「解像度の自動調整」にチェックを入れて「最大解像度」を指定
しておけば、その指定解像度を超えている場合は自動的に最大解像度まで解像度を下げ
て検査を行います。 
 
●レイアウト設定 
 

 
 
【位置固定】 
デジタル対デジタル検査などの際に用いる方法で、レイアウト位置を固定して指示しま
す。非常に高速にレイアウト位置を決定します。 
検出基準で指示された位置を基準にして入力画像と原稿画像をレイアウトします。 
 
【自動設定】 
○小さい画像を比較元とする 
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チェックを入れておくと、原稿フォルダ、入力フォルダを比べて、小さな画像の方を比
較元画像とし、比較先の中から比較元を探します。 
チェックが無い場合は、原稿フォルダに入っている側を検査元、入力フォルダに入って
きた方を検査先とします。 
 
○検査範囲 
・自動設定 
断ちトンボのパターンマッチングにより検出し、自動的に検査範囲を設定します。 
現在対応しているトンボパターンは下記の２種類で、赤色部分を検出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実行すると下記のようなダイアログが表示されます。 
 

 
 
 トンボ検索範囲：トンボを探す画像範囲を画像端から短辺長さ割合で指定します。 
 トンボ長さ：パターンマッチングされた赤部分の短い側のトンボの長さを指定します。 
 トンボ幅：トンボの幅を mm で指定します。 
 許容位置ズレ：トンボ位置が水平・垂直のばあいには“0”となります。� �
 検査範囲のマージン：検出した範囲マージンを設定します。 
（検査範囲を内に入れるなら＋値、外に出すなら－値を設定。） 
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・比較マージン使用 
上下左右方向に指定 mm の検査エリア外とするマージン指定が出来ます。 
例えば前もって RIP 画像のアクセサリ部分を除きたい場合に指定しておくと、自動的に
検査エリア外となり、自動レイアウトなどを行う際、間違った部位を検出しない様に出
来ます。 
 
・検査設定フォルダ使用 
 HallmarkClient などで検査範囲を指示して、同じ範囲で検査する場合にに、 

指定したフォルダに検査セットファイル（拡張子.ids）を入れることにより、 
その条件で検査範囲とします。 
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○レイアウト位置 
 

 
 
��������  
検査元に対して検査先レイアウトに回転がある場合に設定します。 
回転角が分かっている場合は「回転無し」か「回転角指定」を指示します。全回転角を
指示した場合は全ての回転角について検索しますので若干時間がかかります。 
 
������������������������  
検査先にあるレイアウトの数を指示します。「自動」にすると自動的に配置を探しに行
きますが、多面付けを検出する時に若干時間がかかります。特に、入れ子で回転配置し
てあるような画像では予めレイアウト数を入力したほうが検索時間を短縮できます。 
 
比較領域比較領域比較領域比較領域制限制限制限制限 
比較先画像上で探すサーチ元領域を指定します。 
比較元の検査範囲（矩形、多角形指定、または指定無しの全画像領域）の中心から
比較長（％）で指定された画像を抽出し、比較先のレイアウトを探します。 
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・無効無効無効無効（全有効領域比較）（全有効領域比較）（全有効領域比較）（全有効領域比較）�
全有効領域をサーチ元領域とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・検査範囲なしの場合有効検査範囲なしの場合有効検査範囲なしの場合有効検査範囲なしの場合有効 
検査範囲がない場合は比較領域（％）、ある場合は検査範囲をサーチ元領域としま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・有効有効有効有効�
比較領域（％）をサーチ元領域とします。 
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������������������������������������  
この設定により自動でレイアウトを探しに行く際、どの程度あいまいに探しに行くかの
度合いが変わります。カッコ内にある画素数は誤差の精度となります。精度を高くする
と、処理時間が長くなります。ある程度曖昧な設定で検出し、６章の検査で後述する「特
徴画像部自動位置あわせ」で精度を高めることができますので通常は「標準」を使用し
て下さい。 
 
 !������ !������ !������ !������  
前述の「レイアウト数」で「自動」を選択した時に有効となるスイッチです。通常、検
査する対象のレイアウトの数が多いか少ないかを設定しますが、実際は類似度の許容量
を指します。「多い」と設定すると比較元の検査範囲との類似度が低くても、比較先の
検査範囲として検出し、その結果、レイアウト数が多くなります。 
 
"�
#$%"�
#$%"�
#$%"�
#$%  
多角形の検査範囲で入れ子配置がなされている時、一つのパターンを配置後、次のパタ
ーンの外接矩形が重なる度合いを入力します。50％程度重なる時を「中」を指定して下
さい。 
 
&'()�&'()�&'()�&'()�  
「レイアウト後特徴点を設定する」を指定すると、自動設定されたレイアウト毎に特徴
点が自動的に付加されます。 
 
【特徴点数】  
・１箇所（平行移動） 
 左上に特徴点を付加します。 
 比較元／先の画像は平行移動による位置合わせで対応を取ります。 
・４箇所（平行移動） 

左上、左下、右上、右下の４箇所から、一番画像の濃淡の顕著な箇所を特徴点として、 
平行移動による位置あわせで対応を取ります。 
＊KEN² PA！では、デジタル画像間での検査で、歪みや偏倍が無いため、１箇所のみ
となります。 
 
【設定方法】 
この設定により、特徴点の位置と比較画像範囲が自動的に決定されます。 
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・広域（大） 
 比較画像範囲：検査範囲の約 50％幅（約 25％面積） 
・広域（中） 
 比較画像範囲：検査範囲の約 40％幅（約 16％面積） 
・広域（小） 
 比較画像範囲：検査範囲の約 30％幅（約 9％面積） 
特徴点位置は比較画像範囲の中心となり、比較画像範囲は大から小に従って検査範囲の
矩形の四隅に接するように指定されます。 
決定された比較画像範囲の大きさは、検査条件ダイアログに反映されます。 
 
特徴点となり得る部位が検出できない場合は、左上とは限らず、自動的に移動しながら
検出します。 
 

 

   

�����   �����  �����    

50% 40% 30% 
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� 平滑化 

平滑化（比較元画像） 
平滑化（比較先画像） 
比較元画像の画像の平滑化を行なう場合に使用します。 
RIP 等で作成されたデジタル画像で曖昧な検査が必要な場合には、「強め」設定し、平
滑化を行なった方が良好な結果が得られます。 
比較元、比較先共に、「無し」から「最強」までの 5 段階より選択できます。 

� 比較設定 

比較検査 
通常はチェックを入れた状態で検査まで行いますが、チェックを外すことによりレイア
ウトまでが通常の検査通り行われるようになります。重ね合わせ表示のみで使いたい場
合などで検査の必要の無い場合はチェックを外してご使用下さい。 
 
高速比較 
比較元と先の画像が、同一サイズ、同一 RIP、同一向きの場合に、レイアウト設定の“位
置固定”で検査可能な場合には、このチェックを入れて曖昧な検査を実施しないことに
より、高速な検査が実施できます。 
 
許容階調差 
検査時にはレイアウトされた比較元と比較先の対応画素の階調差で各画素の正常／異
常を判定します。CMYK いずれかの色成分の階調差が指定された「許容階調差」以上
の場合は異常画素（他は正常）となります。この「許容階調差」でエラーとなった箇所
は、異常の初期レベルとして確認することができます。 
 
最大位置ズレ 
デジタル検査を除くほとんどの場合、レイアウト時の形状補正によっても位置ズレが残
りますが、「最大位置ズレ」（mm）内で自動的に位置ズレ補正を行い検査します。 
 
階調変化許容度 
許容階調差の階調差でエラーとなった異常画素は、周辺画素からの階調変化の類似度な
どを考慮して正常画素に回復することができます。（例えば文字エッジ等は高い階調値
から低い階調値に変化しますから、エッジの画素の階調値は大きな範囲内となり異常画
素と判定されやすくなりますが、この回復機能で正常画素にできます。） 
「階調変化許容度」はどの程度の類似度までを回復させるかの指定です。数値を大きく
することによりより多くの異常箇所が回復し、正常とみなすことになります。 
 
位置精度 
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Hallmarker は階調の変化の近似度によってエラー（違っている）と認識した部分から、
様々な仕組みと設定値によってエラーを外していく事により、最終的にエラーだとする
部分を決定しています。 
実際のデータであれば、アンチエイリアスのかかり具合や解像度等によって階調の変化
が非常に似ているモノがあります。（例えば文字によっては「８」「６」、「崎」「﨑」
など。）非常に似ているにも関わらず、エラーとして認識させたい場合、階調変化を厳
しく検査し精度を上げる（エラーは多くなる）か、精度を抑えて異常画素数を減らす（エ
ラーは少なくなる）かを指定します。通常は「標準」設定でよいと思います。 
 
検査版 
検査を行ないたい版、又は検査を行いたくない版を選択出来ます。チェックが入った状
態の版を検査します。CMYK 画像で墨版のみを検査したい場合や、極端に色の異なる
特色などを検査から外したい場合に指定します。 
 
孤立エラーの削除 
連続した相違部分が指定画素以下であった場合には、結果として差分として表示されま
せん。 

 
 

連続した相違部分 
（画素） 

１ ２ ３ ６ 
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� 比較監視 

検査する際に、全く違う画像が指示された場合や、検査対象としてふさわしくない画像
が指定された場合、検査に非常に時間が掛かります。 
そこで、検査時間や異常とみなした画像範囲が一定の割合を超えた場合、検査不能とし
て検査途中で終了する設定です。 
 
○異常部面積比 
検査範囲においてエラーとみなした範囲の割合で、この割合を越えた場合、検査を途中
で終了します。 
 
○処理時間 
検査が始まってから経過した時間で、指定した時間を超えた場合は検査不能として、途
中で終了します。 
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２－５．検査結果 
Hallmarker 系ソフトウェア専用の検査結果画像を保存する設定です。 
これを用いる事により、HallmarkViewer、HallmarkClient 等の各ソフトウェアを用
いてブリンク表示、半調の調整、エラー部の検索など、Hallmarker の検査結果表示と
同様の確認が出来ます。 
 

 
 
■結果名 
デフォルト検査結果名で検査結果フォルダの名前を指定できます。 
「入力画像名から作成」：入力画像の名称が用いられます。 
「原稿画像名から作成」：原稿画像の名称が用いられます。 
「入力画像名＿原稿画像名」：入力画像と原稿画像の画像名をアンダースコア『＿』で
区切ってフォルダ名とします。 
 
○ファイル重複 
上書き：同一名称が存在した場合、上書きします。 
シリアル No.：同一名称が存在した場合、フォルダ名称に番号をつけて保存します。 
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■出力先 
上記、検査結果となるフォルダを出力するフォルダを指定します。 
ここで指定した場所に Hallmarker 系専用検査結果が生成されることになります。 
 
○同一出力フォルダ 
相違あり、相違なし、エラーのどの場合でも「相違ありの場合」で指定された出力フォ
ルダに生成します。 
 
○相違ありの場合、相違なしの場合、エラー発生の場合 
それぞれの場合において、指定された出力フォルダに生成します。 
 
○異常無しの場合も生成 
チェックを入れると、検査で異常がないとみなしたものも、検査結果を出力します。 
 
■出力サイズ 
○サイズ制限 
通常は無制限でも構いませんが、画像圧縮項目で記述している通り、PC のメモリが少
ない場合や遠隔地にメール添付で送信する場合などで、検査結果ファイルのサイズに制
限をかけたい場合に使用します。 
「無制限」：画像圧縮で指定された通りの形式で作成したファイルが出来ます。 
「解像度」：検査元／先になっている画像の解像度の半分～１／８の解像度まで落とし
てファイルを作成します。 
「総メモリ量」：表示に用いる PC のメモリを考えて検査結果を表示した際に許される
メモリ量が分かっている場合は指定することで、そのメモリ量内に収まるファイルを作
成します。 
 
○画像圧縮 
画像のフォーマット（TIFF 又は JPEG）と圧縮形式と画質を指示します。 
 
選択できるフォーマットは以下から選択します。 
TIFF（非圧縮）、TIFF（PackBits）、TIFF（LZW） 
JPEG（低画質）、JPEG（標準）、JPEG（高画質）、JPEG（最高画質） 
 
もちろん、TIFF で出力されるのが Viewer などで検査結果を確認する際、一番見やす
いわけですが、Viewer を操作する PC のメモリが少ない場合や、メール添付で遠隔地
に送信する場合などは JPEG などにして低画質にすることでファイルサイズを小さく
出来ますので便利です。 
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２－６．プリント画像 
検査結果をファイルとして生成することにより、プリンターで出力したり、コミュニケ
ーション用として利用したり、履歴や結果として残すことができます。 

� プリント画像生成 

検査用フォルダセットダイアログからプリント画像生成を指示し、設定ボタンをクリッ
クすると次の“プリント画像生成”ダイアログが表示されます。 
 

 
 
○画像生成 
画像は２種類まで出力することが出来ます。片方は自動印刷用として高解像度のもの、
片方はメール添付用で解像度を落としたものなど、状況に応じてご使用下さい。 
 
○プリント画像 
生成画像の種類は全部で６種類あり、“検査結果”が通常のエラー部の表示を行ってい
るものになります。比較先又は比較元画像に対し差分箇所を囲ったものが標準で、差分
箇所内を重複色で描画したものが検査結果の「重複」で、画像の階調変更箇所はグレー
になります。 
「階調の高低」は比較元と比較先の階調を比較しての増減を重複色で指定された色の
50％～100％の濃度で描画します 
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「階調の高低（画像透過）」は比較元と比較先を比較しての増減を重複色で指定さ
れた色の 50％をノセにして描画します。 
 

  
 

  
 
 
 「重ね合わせ」は検査範囲全体が重複と同じ効果になります。 
また「差分」は検査範囲全体を重ね合せて相違箇所のみが重複色に描画されます。 
 
■半調率 
正常エリアの半調率を指示します。印刷画像生成を指示する前の比較画像と同じとして
作成するか、半調率を指示します。数値指示する場合は、０から 100 までの数値で指示
し、50 がオリジナル画像と同一階調で０に近いほど白くなり、100 に近いほど黒くなり
ます。 
 
■エッジ色 
異常箇所を囲むエッジ幅をピクセルで指定します。 
 

重複 

階調の高低 階調の高低(画像透過) 

標準 
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■オフセット 
オフセットを 0 にした場合は、異常ピクセルそのものを囲います。数値を増やすことに
より大きなエリアをエッジ色で描画します。通常は 5～15 くらいの間で指定します。 
 
■重複色 
標準以外のモードでは、階調の増減を、「重複色１」と「重複色２」で描画します。 
「重複色１」と「重複色２」は比較先画像をベースにする場合には、「重複色１」が増
加した場合の描画色「重複色２」は減少した場合の描画色となり、比較先画像をベース
にした場合はこの逆になります。 

� ファイル設定 

プリント画像の保存場所や、その他の条件を指示します。 
 

 
 
■入力画像から比較結果画像／原稿画像から比較結果画像 
入力画像又は原稿画像のどちらをベースとして印刷用画像を生成するかを指定します。
両方チェックすると、２つの画像が生成されます。 
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保存される画像名のデフォルトは、入力画像又は原稿画像の画像名に“追加文字列”で
指示されたファイル名となります。 
 
■画像 
出力先のフォルダを指定できます。“フォルダ参照”をクリックして保存するフォルダ
を指定します。 
 
■検査条件プリント 
検査の際の条件をプリント画像にフッターとして付与できます。 
 
生成された画像の左下部には以下の様な情報が自動生成されます。生成される内容は以
下の項目です。 
比較元画像名 
比較先画像名 
生成画像名 
担当者：上記担当者欄に入力された内容 
管理者：上記管理者欄に入力された内容 
検査結果のファイル作成日時 
検査条件（条件名と設定値内容） 
配置条件（レイアウトのサーチ設定内容） 
 
 

 
 
■最大サイズ 横／縦 
印刷画像生成時の最大サイズを指定します。プリンター用紙の最大プリント面表示した
際のサイズを目安に指定します。 
最大サイズより比較画像が大きい場合には、指定された最大サイズの横又は縦のいずれ
か一辺が大きいほうに合わせてファイル生成します。但し両辺が小さい場合には原寸で
ファイルが作成されます。 
例えば A3 サイズの用紙にプリントしたい場合には、420×297（mm）と指定します。 
 
■最小サイズ 

 検査画像が非常に小さい場合に、検査画像名や時間、検査条件などの付加情
報が極めて小さくなってしまう場合があります。そこで、“最小サイズ（横）”
を指定出来る様にしました。 
 また、この際、画像範囲は原寸となり右側に余白が生成されます。 

 
■出力解像度 
生成する画像の解像度を指定します。ただし生成される最大の解像度は、比較元又は比
較先の画像解像度となります。 
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■圧縮形式 
画像のフォーマット（TIFF 又は JPEG）と圧縮形式と画質を指示します。 
 
選択できるフォーマットは以下から選択します。 
TIFF（非圧縮）、TIFF（PackBits）、TIFF（LZW） 
JPEG（低画質）、JPEG（標準）、JPEG（高画質）、JPEG（最高画質） 
■ カラー 
   出力画像の色空間をＲＧＢ/ＣＭＹＫのどちらで作成するのかを選択します。 
 
■出力画像の回転 

 印刷用画像を生成時に回転させることが出来ます。 
回転角は“回転無し”“90 度”“180 度”“270 度”から選択できます。“90 度”
は右に 90 度回転し、検査結果の上部が右になります。270 度は逆に上部が左に
なります。 
 このときに“制限サイズを超えた場合だけ回転”を選択すると、横辺が縦辺
より長く、且つ横辺が“制限サイズ”で指定された長さ以上の場合に指定の角
度に自動回転します。 
 なお、回転されても付加情報（検査画像名や時間等）は画像の下部に記載さ
れます。また“最小サイズ（横）”より検査画像が小さい場合には、右側に余白
が付いた状態で回転します。 

 


